
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度は、新居浜市内で別子中学校へ進学を考えている小学 

５・６年生とその保護者に対象を広げ、オープンスクールを開催 

しました。中学校の教科の授業をはじめ、立志寮や別子ファーム 

も見学していただきました。参加した小学生は、やや緊張した面 

持ちでしたが、大変熱心に授業や説明を見たり、聞いたりして、 

別子中学校進学への思いを高めている様子でした。 

 

 

 
 全校児童生徒による「剣道」の授業が行われました。 

 実は、別子小・中学校は剣道に取り組む環境が非常に充実し 

ています。小学校の先生が有段者であることに加え、昨年度、 

（公財）全日本剣道連盟より防具を寄贈いただいたおかげで、 

全員が本格的な防具を着用することができます。 

 子どもたちは、裸足になってすり足の練習をしたり、大きな声 

を出しながら力強い踏み込みを見せたりしていました。日本の伝 

統文化を肌で感じる、貴重な時間となりました。 
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別子の山々が鮮やかな紅葉から冬の装いへと変わり、朝夕の冷え込みが本格

的になってまいりました。 

一年で一番長い学期が終わりました。「別子山秋季大運動会」から始まり、

「おしゃべっし」で終わった 2学期。別子山の人々の温かさ、優しさを肌で感

じ、子どもたちは、地域の方々との交流を楽しんでいました。地域のみなさま

とのつながりを、今後も大切にしていきます。また、学校運営協議会をはじめ

とする地域のみなさま、そして保護者のみなさまとともに、これからの社会を

担う子どもたちの成長を、共に支えていきたいと思っております。令和８年

も、変わらぬご支援をよろしくお願い申し上げます。 



 
 「おしゃべっし」は、本校の生徒たちと多様な大人の方々が、 

世代や立場の枠を超えて語り合う、貴重な交流の場として定着し 

ています。今回の交流会にも、多くの地域ゲスト（地域の方、公 

民館関係、地域おこし協力隊、卒業生、四国 ESDセンター職員な 

ど）が積極的に参加してくださいました。 

交流のメインは、「1対 1の交流対話」です。参加者は、事前に 

作成した「人生グラフ」をもとに、中学生と大人が一対一で向き 

合い、「問う、問われる」という深い対話を繰り広げました。ご参 

加いただいたみなさま、ありがとうございました。 

 

 愛媛県内一斉で行われた「シェイクアウトえひめ」に参加しま 

した。今回も、小・中学校共に素早く「ホールド・オン」「かえる 

のポーズ」をとることができました。訓練後、体育館倉庫の備蓄 

物資の確認も行いました。備蓄物資の置き場や体育館での避難の 

仕方について、何が最善策なのかを考えました。 

 

 


